
　

町
長
を
団
長
と
す
る
石
垣
市

交
流
事
業
訪
問
交
流
団
が
2
月
21

日
か
ら
24
日
ま
で
沖
縄
県
石
垣
市

な
ど
を
訪
問
し
、
交
流
や
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

〈
協
定
締
結
式
〉

　

小
野
町
と
石
垣
市
と
の
特
産

品
交
流
に
よ
る
地
域
づ
く
り（
産

学
官
）協
定
締
結
式
が
2
月
22

日
、
石
垣
市
商
工
会
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

協
定
式
に
は
、
小
野
町
か
ら

は
、
名
誉
町
民
の
小
泉
武
夫
さ

ん
、
町
長
、
村
上
小
野
町
議
会

議
長
や
産
業
団
体
の
代
表
、
小

野
高
校
の
教
頭
先
生
や
小
野
高

校
生
の
考
案
し
た
レ
シ
ピ
を
商

品
化
し
た
事
業
者
な
ど
19
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
石
垣
市
か
ら

は
中
山
義
隆
市
長
、
石
垣
市
議

会
、
市
の
産
業
・
経
済
団
体
の

代
表
、
八
重
山
農
林
高
校
の
校

長
な
ど
26
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら「
3
年
間
続
け
て
き

た
小
野
高
校
と
八
重
山
農
林
高

校
の
交
流
を
産
学
官
の
連
携
に

よ
る
自
治
体
間
の
交
流
に
拡
大

発
展
さ
せ
る
の
が
今
回
の
協
定

の
目
的
。
今
後
の
展
開
に
期
待

し
た
い
」と
、
中
山
石
垣
市
長
か

ら
は「
今
回
の
協
定
締
結
は
、
八

重
山
農
林
高
校
と
小
野
高
校
の

友
好
関
係
の
た
ま
も
の
。
こ
れ

か
ら
も
絆
を
深
め
て
い
き
た
い
」

と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
交
流
の
橋
渡
し
を
つ
と
め

て
い
た
だ
い
た
小
泉
さ
ん
は「
両

地
域
が
手
を
携
え
、
こ
の
協
定

が
実
の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
欲

し
い
。
私
も
協
力
し
た
い
」と
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

協
定
式
で
は
、
記
念
品
の
交
換

も
行
わ
れ
、
小
野
町
か
ら
は
町
の

観
光
地
の
写
真
パ
ネ
ル
を
贈
り
、

石
垣
市
か
ら
は
ミ
ル
ク
の
面（
弥み

勒ろ
く

神が
み

）が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ミ
ル

ク
の
面
は
、
沖
縄
八
重
山
地
方
の

豊
年
祭
り
で
使
用
さ
れ
る
お
面

で
、
豊
穣
の
神
様
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
八
重
山
農
林
高
校
郷
土

芸
能
部
に
よ
る
祝
い
の
演
舞
も

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

南ぬ島（ぱいぬしま）石垣空港到着ロビーで

ミルクの面

石垣市役所舞踊団の舞い

友好交流懇親会の様子

八重山農林高校郷土芸能部の演舞

協定式の様子

産学官連携による
特産品づくりと地域振興を
２月22日　沖縄県石垣市と協定を締結

祝辞を述べる小泉武夫さん

〈
交
流
懇
親
会
〉

　

協
定
式
に
引
き
続
き
、
交

流
懇
親
会
が
開
か
れ
、
地
域

の
話
題
や
特
産
品
に
関
す
る

情
報
交
換
を
行
う
な
ど
交
流

を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
交
流

会
の
最
後
に
は
石
垣
市
役
所

職
員
舞
踊
団
に
よ
る
舞
い
や

踊
り
が
披
露
さ
れ
、
全
員
が

輪
に
な
っ
て
沖
縄
地
方
の
踊

り
を
踊
る
な
ど
懇
親
を
深
め

ま
し
た
。
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